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グーリックの仕事
稲畑　耕一郎
ヴァン・グーリックの日本語書簡
　一印人松丸東魚との交遊のなかでー
１７
???
　ヴァン・グーリック（Ｒｏｂｅｒｔ　Ｈａｎｓ　ｖａｎ　Ｇｕｌｉｋ，１９１０　－　１９６７）（１）という人
物を知る人も、最近では少なくなった。それでも、熱心なミステリーファ
ンなら、秋仁傑（Ｄｉ　Ｒｅｎｊｉｅ）を主人公とした探偵小説（ｄｅｔｅｃｔｉｖｅ　ｎｏｖｅｌ）
「ティー剣事シリーズ（Ｊｕｄｇｅ　Ｄｅｅ　Ｓｅｒｉｅｓ）」の作家として記憶に留めてい
る人がいるかもしれない。
　また、そのような人であれば、グーリックの本務が探偵小説作家ではな
く、オランダの外交官であったことも知っているであろう。　１９３５年、東
京のオランダ公使館の書記官を振り出しに、重慶での參事官などを経て、
ワシントン、ニューデリー、ベイルート、クアランプール、ベルリンなど
世界各地を韓々としながら、最後は駐日本國全権大使兼韓國大使まで務め
た人である。中國名は高羅佩、高はｖａｎ　Ｇｕｌｉｋ、羅佩はＲｏｂｅｒｔの音を漢
字にあてたものという（２）。「ティー判事シリーズ」全１４作の探偵小説は、
その公務の除暇に書かれたものであった。
　しかも、グーリックは、ただ外交官にして小論家を兼ねただけの人では
なかった。その生涯を通して最も開心があったのは、東アジアの傅統文化
に関する探究とその賓践である。その方面の代表的な仕事としては、“Ｔｈｅ
Ｌｏｙｅ（がＣｈｉｇｓｅ　Ｌｕｔｅ：　Ａ７１　Ｅｓｓａｙ　ｉｎ　Ｃｈ’ｉｎ　ｌｄｅｏｌｏｇｙ’（『琴道』）、“Ｓｅｘ皿Ｉ
１凶ｉｎ　ａｎｃｉａｔ　Ｃｈｉｕ：Ａ　Ｉ）ｙ画ｍｉｕりｓｔ４ｎりｏｆ　Ｃｈｉｇｓｅ　ｓａ　ａｔｚｄ　ｓｏｃｉｅり
斤ｏｍ　ｃａ、１５００　Ｂ．Ｃ、ｔｉ１１　１６４４　Ａ．Ｄク（「中國古代房内考」）、“Ｔｈｅ　Ｇｉｂｂｏｌｌ　ｉれ
Ｃｈｉｎａ：Ａ？Ｉ　Ｅｓｓａｙ　緬Ｃｈｉｗｓｅ　Ａ戒祖ａＩＬｏγど’（『長腎種考』）などがある（３）。
　第一作の“Ｔｋ　Ｌｏｙｅ　ｏｆ　Ｃｈｉｇｓｅ　Ｌｚ４ｔｅ：　Ａｎ　Ｅｓｓａｙ　ｉｎ　Ｃｋ’緬ｌｄｅｏｌｏｇｙ（『琴
道』）は、上智大學の“Ｍｏ肴ｕｍｅ戒ａｌ＼７ｉ妙ｏ㎡ｃａ　Ｍｏｎｏｇγ（４）ｈｓ”のシリーズの
一冊として、１９４０年１１月に出版された書物である。三十歳前後の著作と
は思えぬ周到な出来映えで、１９３５年に二十五歳という若さで“Ｈａｙ昭ｙｉむａ：
ｔｈｅ　Ｍ皿ｔｙａｙａｎｉｃ　Ａｓ峠ｄ　ｏｆ　Ｈｏｙｓｅ一ｃ１４１ｔ　ｉ，Ｉ　Ｃｈｉｕ　ａ，ｌｄ　ＪＯｕ；ｗｉｔｈ　ｕ
泌ｔγｏｄｕｃｔｉｏｎ　ｏｎ　ｈｏγｓｅ－ｃ戒ｔ緬拙ｄｉａ皿ｄ　Ｔｉｂば（『馬頭明王古今諸説源流
考』）によって、ユトレヒト大學から文學哲學博士の學位を得たというの
も頷ける。
　また、グーリックはもともと音楽にも造詣が深かったが、日本での赴任
中の１９３６年の夏、北京に出かけたおりには、葉詩夢（１８６４　－　１９３７）につ
いて中国士大夫の傅統的な楽器である古琴の演奏を學んでいた。葉詩夢
は、字は鶴伏、満洲貴族の名門である葉赫那拉氏に属し、古琴の名手とし
て知られていた。グーリックが古琴の手ほどきを受けたのはわずか二ヶ月
足らず、葉詩夢の亡くなる直前のことであった。それでも、この著作を、
その亡き師に捧げるものとして書いた。翌年（１９４１）４月には、その姉妹
編として、“Ｈｉｓ　Ｋ’ａ昭皿ｄ　ｈｉｓ　Ｐｏ函ｃａｌ　Ｅｓｓｃ
同じく上智大學の“Ｍｏｌｌｕ?ｅＭｔａ　ｌＶ’ｉ卸ｏ戒ｃａ　Ｍｏれｏｇγａ油ｓ”の一冊として上梓
している。
　さらに、グーリックは、日本滞在中に、日本に古琴を傅え、日本の琴學
再興に大きな貢献を果たした明末の檜侶東皐心越のことを知り、その詩文
や開連の事跡を訪ね歩いて資料を集め、それをもとに、重慶赴任時には
『明末義檜東皐嘩師集刊』（“Ｔｈｅ　Ｃｈ’ａ肴ＭａｓｔｅγＴ１４ｎｇｋｏ　：　Ａ　Ｌｏｙａｌ　Ｍｏ？ｌｋ
ｏｆ　ｔｈｅ　Ｅｎｄ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｍｉ昭加ｙｉｏＪ’）を出版した（４）。この東皐心越はまた富時
江南で流行していた篆刻の風を傅えたことで、近世の日本の篆刻に大きな
影響を輿えたとされる人物であり、篆刻に関心のあったグーリックには。
　１８
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一暑熱の入る對象であったと思われる（５）。
　第二に畢げだＳｅｘ回川汲緬ｎｃｉｅ７１ｔ　Ｃｈｉｕ：　Ａ　Ｉ）ｒｅｌｉｍｉ回りｓｚ４ｎりｏｆ
Ｃｈｉｎｅｓｅ　ｓｅｘ　ｎｄ　ｓｏｃｉ吻Ｊｙｏｍ　ｃａ．１５００　Ｂ．ｃ、ｔｍ　１６４４　Ａ、Ｌ：）。”は、タイトルに
示されるように中國の西周から明代に至る中國古代の性生活とその傅承に
ついて、文駄とその挿圖、また檜書などを資料として社會文化史的な観鮎
から論じた書物であり、この方面の開拓的な仕事である。その記述が、明
代で終わっているのは、満洲族の統治する清代になって、それまで連績し
てきた性に對する寛容な態度に深刻な愛化（秘密主義）が生まれたからで
あるというひとつの見識を示したものであった。　１９６１年、オランダのラ
イデンの長い歴史を有する學術出版社Ｅ．Ｊ．Ｂｒｉ１１（現名はＢｒｉｌｌ）から出版さ
れた。
　これに先立って、グーリックは、明代の書冊『花普錦陣』の版木を東京
の骨董屋で発見して、これに長文の解脱を加えて、“ＥγＯｔｉＣ　ＣＯｌＯ１４γＰγｉ址Ｓ
ｏｆ　Ｍｉ昭Ｐｅｙｉｏｄ：　ｕ，ｉｔｈ　ａｎ　Ｅｓｓｔ
Ｃｈ’緬ｇＤ即ａｓげ（『秘戯詔考』）として複製出版している。　１９４９年のこと
である。解説は手書きの原稿を油印したもので、わずか五十部の限定出版
であった。詔書の性格上、興味本位に取り扱われるのを嫌い、しかるべき
専門家と限られた詔書館に寄贈することを目的としたからであった。専門
家の一人であったジョセフ・ニーダムは、この解脱文を讃んでそのグー
リックに手紙を書いて意見を述べた。グーリックがその指摘を受けて修正
し、さらに発展させたものが、『中國古代房内考』となった。グーリック
の仕事の中でも、中國の學術界では近年はこの方面での貢献が取り上げら
れることが多いように思われる（６）。中國文明のありかたを考える鮎では、
避けて通れない重要なテーマであることが理解されてきたからであろう。
　第三の“Ｔｈｅ　ＧｉｂｂｏＭ　伽Ｃｈｉれａ：Ａ７１　Ｅｓｓ砂緬Ｃｈｉｗｓｅ　Ａ戒ｍｄＬｏγど’（『長
腎援考』）も同様で、古代から明代までを扱い、この間の文字資料や給書
を博渉し、そこに現れる「長腎援（テナガザル）」をめぐって博物學的。
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???
文化史的な見地から考察を加えたものである。グーリックはマレーシアで
の公使・大使時代、またその後の東京の大使時代にも公邸の庭でテナガザ
ルをペットとして飼っており、その観察から生まれた考察は、軍に書物の
上だけの知識に留まらない温かみと膨らみがある。テナガザルという動物
に開する著作は少なくないであろうが、中國の歴代の文化史の流れのなか
で広く考察した書物は類を見ない。グーリックの絶筆となった著作で、ラ
イデンのＥ．Ｊ．Ｂｒｉｌ１から本書が出版されたのは、グーリックの逝去直後の
１９６７年のことである。
　若いころから晩年に至るまでのこうした著作は、そのいずれもがそれぞ
れの分野で先駆的な仕事であったというばかりでなく、今もって色槌せぬ
不朽の名著として學術的價値を高く評價されている。
　従って、こうした多岐にわたる著作は、東洋學者としての仕事として、
その方面に開心のある人には知られるのであるが、それでも日本の東洋學
において十分にその價値が理解されているとは言い難い面がある（７）。それ
は、グーリックが開拓した分野の學問が、そのテーマも、またその手法
も、日本の東洋學というアカデミズムの世界では正常な評價を得難かった
からだと思われる。
　グーリックの學問の手法は、古典文献を重親することは言うまでもな
く、また彼はそれを驚くほどよく讃めたが、テナガザルの飼育がそうで
あったように、すべて自ら賓賤することを通して、研究を深めようとする
ものであった。古琴を演奏するも、毛筆を取って漢字を書くことも、詩を
作ることも、檜を描くことも、また印を刻することも、その延長線上に
あった。しかし、考えてみれば、それらの賓践は、東洋學者の、と言うよ
りは、それを作り出してきた中國の傅統的知識人である「讃書人」、ある
いは「士大夫」の必須の教養であった。詩文書書から琴棋諸藪に至るま
で、幅廣い素養がなければ、員の知識人とは認められなかったはずであ
る。その意味では、外交官という役人であったグーリックの學問の方法と
　２０
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　夫務浩観者、遂其琉璋之思也。立極蘇
者、著夫周流之跡也。拘學則不然。循腿尺
之訊誦、市条常世。此輿蛭蝸何異、喪四方
之志矣。
　明清狂山人郭詞語、書以焉座右銘。
荷蘭　高羅佩（印吟月庵高羅佩印）
　（夫れ浩観を務めんとする者は、其の魂
璋の思ひを逐ぐるなり。極藷を立てんとす
る者は、夫の周流の跡を著すなり。學に拘
めば則ち然らず。腿尺の訊誦に循って、螢
　　　　あきな　　　　　　　しっいんを営世に市ふのみ。此れ蛭蝸（ヒルとミミ
ズ）と何ぞ異ならん。四方の志を喪ふな
り。
　グーリックが座右銘として自書した軸が、早
楢田大學圖書館に所蔵されている。［図１］そ
れは、明の書人郭詞（１４５６－１５３２）の次のよう
な文章である。
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態度は、中國古来の傅統に根ざすものであった。
　ところが、その後、人文學の世界でも、いわゆる研究の細分化が進み、
それと共に研究なるものと貴践（琴棋書書など）とが乖離する傾向が生ま
れると、グーリックの仕事はまるでディレッタントのそれであるかのよう
に思われてきた憾みがないでもない。そうした研究の先鋭化か、一方で本
来豊饒であるはずのこの領域の學問をやせ細ったものとしてきたのではな
いかという反省は不要なものであろうか。ゲーリックの仕事が我々に問い
かけているのは、個々の學問的成果とは別に、むしろその鮎にあるのでは
ないかとさえ、私は考えている。
２１
圖１
???
　明の清狂山人郭詔の語、書して以て座右の銘と鴬す。荷蘭の高羅
佩）
　「清狂山人」を自楊した郭調は、江西泰和の人にして、字は仁弘、清狂
道人・清狂逸叟などとも読した。各地を遊歴して畳業の研讃を重ね、山水
後や人物書に優れた作品を残した書人であった。「四方之志」とは『左傅丿
値公二十三年の條では、天下を平定するという意で使われているが、郭翔
がここで言うのはそうした俗事に開わることではなく、高遠な志、幅廣い
開心をもって生涯を迭ることである。この文は、「明清狂郭君墓誌銘」（黄
宗義の『明文海』巻四百六十六所収）などに見える。よほど書書の方面に
開心がなければ容易には見いだせないこうした文献を、グーリックはどの
ようにして知ったのだろう（８）。その讃書範園の廣さは、もちろん先に言及
した著作の引用文献の端々からも伺えるが、こうした揮毫の文からも知る
ことができる。
　グーリックのここに紹介した仕事は、その主要なものの一端に過ぎな
い。小睨を書くにせよ、論文を書くにせよ、また古琴を演奏し、詩を作
り、書書篆刻に遊ぶのは、いずれも彼の楡しみではあったに違いない。し
かし、この文を「座右銘」としたことからは、その學問がただ軍に趣味本
位になされたものでなく、束アジアにおける學者（ｓｃｈｏｌａｒ）の仕事は本
来的にそうあるべきだという強く明確な意志に基づくものであったことを
改めて確認することができる（９）。
　　　　　　　　　　　二、松丸東魚への書簡
　私は、近年、民國の文献學者であり、大蔵書家であった傅雅湘について
調べる過程で、偶然の機會からまず傅雅湘の蔵書印のいくつかを日本の印
人松丸束魚（１９０１　－　１９７５）が作っていたこと、またそれに関して傅増湘が
束魚に噌った詩のあることを知った（１ｏ）。その後さらに、グーリックがそ
　２２
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の傅増湘の詩に次韻した詩のあることを知り、それらを紹介したことがあ
る（ｍ。傅噌湘の詩は、１９４０年夏に北京を訪れた松丸束魚、本名は長三郎
（略称は長）に印を依頼した手紙とともに贈った七言絶句であり、グー
リックの作はその約十年後（１９４９年の歳暮）に次韻した作品であった。
　その文章を書いた後、それを所蔵する嗣子松丸道雄氏からさらにグー
リックから束魚への書簡一束の提供を受けた。その書簡は、グーリックの
手蹟や日本語の書寫能力がどのようなものであったかを知ることができる
というに留まらず、日本に滞在していたころのグーリックの交遊のさま
や、彼が目指した學問のあり方を知る手掛かりとなる資料である。そこ
で、これを紹介し、その背景について私か知り得た範囲での解脱を加えて
おこうと思う。
　グーリックと東魚との関係で言えば、早稲田大學圖書館にはグーリック
が寄附した「秋公案」シリーズの第一作“ｆ）ｅｅ　Ｇｏｏ７ｌｇ　Ａ７１；　ＡｎＡ？ｌｃｉｅ戒
Ｃｈｉｎｅｓｅ　Ｌ）ｄｅｃｔｉｗ　Ｓｔｏが’（１２）には、直筆の獣辞とサインとともに極小の印が
捺されているが、その印は束魚が刻したものである。この他にも、グー
リックのために束魚が刻した印は少なくない（後述）。こうした微細なこ
とは、多くの學術情報の氾濫する中で、埋没してしまいがちな事項であ
り、如何にも瓊末なことのようであるが、こうしたことに光を富てること
によって、人の歩みに基づく歴史の叙述が具体的に再構成できるのではな
いか、と私は考えている。歴史は言うまでもなく大きな事件の軍なる積み
重なりではない。
　近年、オランダではグーリックの生誕百年（２０１１年）を記念して、そ
の全集を編む気運が生まれ、中國ではすでにその資料収集が始まってい
る。関連事業は、小説の翻詳やそのテレビ映秉化を始め、書籍の出版、シ
ンポジウムの開催などと多彩である。グーリックはむしろ日本に長く滞在
して、多くの仕事を残した人である。開連資料はさらに少なくないはずで
ある。それにもかかわらず、その足跡をたどろうとする人がいないのは。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３
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なんとも残念なことである。それは、先に述べたように、グーリックの目
指した學問の意味が日本の東洋學の世界で十分には理解されていないこと
に起因するところはないだろうか（１３）。その意味でも、傅増湘への次韻詩
もそうであったが、存在すら知られていない日本語の書簡類を紹介するこ
とによって、日本での生活の一端を知るとともに、改めてグーリック生涯
の仕事の意味を解き明かす一助としたい。ここに、祥文と若干の注記を付
して紹介する所以である（１３）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　グーリックの日本滞在は、都合三度に及ぶ。初同が１９３５年５月から
１９４２年７月までの約７年間、最初の海外勤務地である東京でオランダ公
使館の書記官として滞在した。第二同目は、１９４８年ｎ月から１９５１年１２
月までの３年訟、オランダの軍事使節團の政治顧問として赴任し、身分は
參事官であった。第三同目は１９６５年２月から１９６７年６月までの２年除、
オランダの駐日全権大使兼韓國大使として滞在した。この１５年除の間、
多くの日本人と接鯛があったが、松丸東魚はそのうちの「遊び仲間」のひ
とりであった。
　グーリックと東魚とが知り合った最初は、第一同目の赴任期間の１９３９
年（昭和十四年）のことであったと、東魚は同想している。グーリックの
逝去の報を聞いて、東魚が書いた「グーリックさんを憶う」という文章の
冒頭に、次のように記す（１４）。
　　昭和十三年頃、京都の篆刻家園田湖城翁から、オランダの大使館で
　書や篆刻を試みる人があると聞き、大へん興味を感じたが、その後間
　もなく、北鎌倉に住む老詩人細野燕毫翁の家にこの人がよく訪れるこ
　とを知り、いつかは逢ってみたいと思っていた。はからずも京橋の古
　玩舗（「光畑」一引用者注）で、確かにそれと思われる人に逢い、名
　刺を交換したのは、昭和十四年のことだったと思う。共通の知人が渾
２４
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　以来、グーリックの日本赴任中は、その度に書書や印章など日中の傅統
文化のことを話題として親密な交遊を重ねることになる。以下はその間に
交わされた書簡で、現在残るものの全てである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
○［第一期］
　第一信（年不明、七月十二日）［圖２］
　拝啓　御手紙有難　私は午前中に度々外出しますが午後四時頃大抵家に
居ります　来週御都合の宜ろしき日に四時頃お出で下さいませんか　草々
　七月十二日　高羅佩
東魚先生
　　　　　　　　　ヴァン・グーリックの日本語書簡
山あったので、初對面の時から薔知の如く話は滑らかに進み、爾来に
わかに親密となった。
斟４
２５
圖２
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日（木）午后五時拙宅二於テ御高話拝聴旁々粗餐
差上度候間　御光来被成下度　此段御案内申上候
　　敬具　三月二日　高羅佩
　　【注】この書簡には年月が記されておらず、
　　また封筒が残されていないことから、その消
　　印の日付も確認できないが、「三月七日」が
　　「木」曜日であるのは、グーリックの三度の
　　滞在中は、１９４０年だけであることから、こ
　　の年と判断できる（１６）。
　第二信（１９４０年［昭和十五年］三月二日）［圖　搾
３］
　拝啓　愈御清祚ノ段奉賀上候　陳者来ル三月七　ｉ
【注】この書信には記年がなく、封筒も失われているので、年を特定
することができないが、文面から判断して、二人が知り合ってからさ
はどの日数を経ていない時期ではないかと思われる。筆跡にもまだ後
年のような伸びやかさはない。グーリックは富初は午前中に公務を片
付けると、午後は自由に使い、日本語、中國語などの外國語の習得や
本屋・骨董屋めぐり、人との會合などにあて、見聞を廣めていたよう
である（１５）。
　便能は北京の「条賓斎」製のものを使っており、これはグーリック
自身が北京で購入したものと思われる。グーリックは第一回目の日本
滞在中に北京に出かけたのは１９３６年の９月から１０月と１９３７年の４
月の二回、いずれも束魚との面識を得る前であったので、時期的な矛
盾はない。
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　　　　　　　　　　　ヴァン・グーリックの日本語書簡
第三信（１９４０年［昭和十五年］三月十九日　はがき）［圖４］
　拝啓　無事ニ長崎ニツキマシタ、昔和蘭人卜支
那人ノ古蹟ハ沢山々アル、武蔵屋ハ昔華商ハヨク
游ンダ處、書秉祭器深山ノコッテ居ル、右ハ御磯
迪、草々　　高羅佩
　　【注】檜葉書に貼られた切手の消印に「長崎
　　博多、１５／３．１９／后４－８」とある。「長崎博多」
　　の「長崎」の字は切手の檜柄と重なって讃み
　　にくいが、長崎に到着して、出島開連の遺跡
　　を見て歩いていることからすると、現在の扁
　　岡の博多であるはずはなく、現在の長崎市今
???????
????????????〜??．????????????? ??? 、???
に１６７７年（延暦五年）１月から１６７９年（延暦七年）１２月までいたこ
とから、そうしたことの調査もあったのではないかと思われる。
一
一八
○
２７
圖４
博多町か萬才町にあった本博多町
の郵便局だと思われる。この葉書
にいう「武蔵屋」［圖５］はかつて
花街として名を馳せた丸山町に
あった。
　この常時、グーリックは定期的
に長崎を訪れ、鎖國時期のオラン
ダ人間連の遺跡を調査していた１７）。
その定宿としたのが、丸山の「武
蔵屋」であった。しかし、文面か
ら察するに、オランダ人の足跡だ
けでなく、上文に述べた東皐心越
がこの地の黄槃宗の古寺、興禧寺 圖５
１
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　第五信（１９４０年［昭和十五年］八月一日）［圖７］
　拝啓　先日失疆致シマシタ　御寄贈下サック琴形文鎮有難ク受取リマシ
タ　大愛結構ナモノデス洵白檀ノ扇子ハ今日小包ニテ御送り致シマス
拙著琴道ノ序ノ印章二對シテハ先二御話シ申シ上ゲタ通り三箇ヲ御願イ致
　２８
???
　　　　　　　　　　　　　　　　圖６
　第四信（１９４０年［昭和十五年］七月十五日）［圖６］
　拝啓　御手紙有難御座イマシタ　支那御滞在中御多忙ノ時ニモ不拘　小
生ノ焉二古琴形ノ文銀御買入下サレタル趣　洵二感謝二絶マセン　久シク
拝姿ヲ得ズ候故是非是非御話シ拝聴致シタイデス　今週金曜日十九日午後
四時私ノ家二御出下サイマセンカ　乍手敷御一報下ダサイマセ　草々
　七月十五日　高羅佩
東魚先生
　　【注】東魚はこの年の５月から６月、友人であった書家の平尾孤往と
　　ともに、京城、旅順、ハルビン、北京などの旅をした。東魚にとって
　　は二度目の中國旅行であった。傅堵湘に會って印の作成を依頼された
　　のも、この旅においてであった。その途中で買い求めた「琴形ノ文
　　鎮」をグーリックに贈ったのである。このころゲーリックは毎日のよ
　　うに古琴の演奏に働んでいた。東魚は常然そのことを知っていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　圖７
シタイデス　大キサハ別紙ノ通リニシテ下サイマセ　此ノ印章ハ急キマセ
ンカラ御ユックリデ宜ウ御座イマス八月末二出来マシタラ大愛結構デス
頓首　　昭和十五年八月一日　　高羅佩
東魚先生
　　【注】ここに「拙著琴道ノ序」というのは、上智大學の“Ｍ０１１ｔ４ｍ四毎
　　Ｎｉ卸ｏ戒ｃａ　Ｍｏ肴ｏ訂司）ｈｓ”のシリーズの一冊として、この年の１１月に
　　出された‘Ｔｋ　Ｌｏｙｅ　ｏｆＣｂｌｅｓｅ　Ｌ１４ｔｅ：　Ａ７１　Ｅｓｓａｙ　ｉ７ｚ　Ｃｈ’ｉ７１　１ｄｅｏｌｏｇｙｓに
　　書いた中國文の「後序」を指している。そこには、「公除楽琴書」「中
　　和琴室」「高羅佩印」の三印が捺されている（１８）。
　　　この他に、束魚がグーリックのために刻した雅印で、現在確認でき
　　るものには、次のようなものがある。『東魚印存』所収のものに「高
　　羅佩印」「中和琴室」「芝墨」、『松丸東魚作品集』（松丸道雄編、谷川
　　商事刊、１９７８年１月）には「高羅佩印」「蘭國高羅佩印」「荷蘭高羅
　　佩印」「高羅佩蔵」「青雲不如白雲高」、及び夫人の印である「水世芳
　　印」「綺琴」が見える。
ヴァン・グーリックの日本語書簡
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２９
第六信（１９４０年［昭和十五年］十一月二十日）［圖８］
拝啓　瓦印は太愛よく出爽ました　有難御座いました
圖８
３０
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　　　　　　　　　　ヴァン・グーリックの日本語書簡
　昨日　孤往様は拙宅に来て私に字（本の外簑）を書いて下さいました
来る二十六日（火曜日）もう一度字を書く鴬に私の家迪爽る約束をしまし
た　その日に拙宅に於いて午後五時頃簡軍な晩餐を差上げたいと思ひます
　貴下の御都合は宜しければその日に人し下さい
　勁はその日に川村騏山先生を招待する積りですが私は未だあの方に面會
する機會はなかったから貴下は騏山先生に私の名刺を上げて私の代りに招
待して下さいませんか
　乍御手叡騏山先生と打ち合わせてから御来否御一報下さい　　草々　十
一月廿日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高羅佩
束魚先生
　　【注】この手紙は、速達で出されており、封筒の裏に「１５／１１／２０」の
　　消印がある。昭和１５年（１９４０）の１１月２６日は、火曜日であったの
　　で、この年のものと特定できる。
　　　文頭は墨が重なって讃みにくいが、祥文の通りである。「瓦印」（陶
　　印）が何を刻したものかは不明。「孤往」は、平尾孤往、東魚の友人
　　の書家で、ともに東方書道會に所属していた。その會の後援者は大倉
　　財閥の創始者大倉喜八郎であった。「本の外簑」というのは、グー
　　リックが収集していた古書の峡に題簑を書いてもらったことを言うの
　　であろう。川村騏山（１８８２　－　１９６９）も書家、名は價一郎、東方書道會
　　の創設者の一人、後に蓼術院會員となった。グーリックはほとんど毎
　　日のように書を練習しており、後年には非漢字圏に生まれ育った人は
　　思えぬ見事な字を書くまでになる。こうした書家たちとの交流がそれ
　　を助けたことが窺える。グーリックが最初に書書を習ったのは、東京
　　に赴任したあと、中華民國大使許世英の紹介を得た孫提という三等
　　書記官であった。「彼は中國と日本の文學の専門家で、書家であり、
　　書家でもあった」（１９）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１
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○［第二期］
　第七信（１９４９年［昭和二十四年］年二月十一日　封筒消印）［圖９－１］
　拝啓　盆々御清邁の段奉賀候　却説来る十五日火曜日拙宅に於て御高話
拝聴傍々午餐を差上げ度に就き何卒御来駕被下度お願ひ申上候　　敬具
　荷蘭　高羅佩
　恂常日正午迪に常大使館（芝屋柴町）にお出被下候へば同車の上拙宅へ
御案内申可候
　（別紙メモ）御招待申上ケタル方々
　細野燕毫　林謙三　長滓規矩也　田中慶大郎［圖９－２］
　　【注】オランダ大使館の公用瀋と封筒が使用されている。
　　　ともに招待された人のうち、細野燕毫（１８７２　－　１９６１）はグーリック
　　が最も親しく交遊を重ねた人物であるが、現在ではあまり知る人は多
　　くないのではないか。グーリックは「自傅稿」のなかで、燕豪を次の
　　ように紹介する。「私の最も良い日本人の友人は細野燕豪である。彼
　　は漢學者、詩人、茶人、襲術批評家であった。常時すでに六十歳あま
一一四１驚皿ｌａ㎜
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　　　　　　　　　ヴァン・グーリックの日本語書簡
りであったが、まだとても活動的で、とてもよく酒を飲んだ。細野は
有名な政治家や役者、著名な小説家、花柳界の評剣の藍者をよく知っ
ており、最高級のレストランであれ、立派な骨董屋であれ、本屋であ
れ、彼はどこへでも行くことができた。右翼であれ、穏やかな團饅で
あれ、みな彼を尊重していた。彼は最後の者宿であり、こうした老人
は徳川幕府からその後まで、かなり大きな力を振るっていた。敷年
前、彼はこの世を去ったが、人も敬服する九十三の高齢であり［引用
者注：賓際は九十歳］、最期の日まで日本酒と乾物で暮らしていた」
云々（１９）Ｏ
　また、グーリックは北鎌倉の燕毫の茶室を訪れた時のことを「遊最
明庵記」という文章（漢文）を残しており、その中に燕毫を評して
「嗚呼、能く無字の書を讃む者は、現世早に凱るのみにして、能く風
流の本意を知る者は、日に亦た盆ます少なし。蓋し先生に對して坐す
れば、名人の詩文を閲るに異なる無けん。風流第一子は燕毫先生に非
ずして、其れ誰か属せん」（『星岡』第百四号、１９３９年７月）という（２Ｏ）。
　燕豪は、本名は申三、もとは金庫の油商（のち酒屋、その他）を普
んでいたが、古美術に精通し、五十三歳で金庫から北鎌倉移ると、北
條時頼ゆかりの最明寺の跡に大邸宅を普み、そこに茶室最明庵を編ん
で茶人として過ごし、多くの學者、蓼術家と交流を重ねた。なかでも
北小路魯山人や荒川豊蔵を世に送り出した人として知られる（２１）。燕
毫も、『星岡』には毎彼のように執筆しており、創刊琥から長く連載
した漢文の「讃書翰録」からは、漢籍における讃書範園の廣さをよく
示している。
　また、『燕毫文庫牧蔵書録』（自印、１９４２年１月、金庫市立玉川圖
書館近世史料館「古愚軒文庫」所蔵）を見ると、中國の稗史野乗や筆
記の類をよく集めていたことが判る。その『書録』には著録されない
ものでも、たとえば、早稲田大學圖書館所蔵の清代の筆記小説、和邦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３
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額（賓園主人閑斎氏）の「夜譚隨録」（書扉に「乾隆辛亥年（１７９１）
鎬」「本衛蔵版」とある）には、「燕豪文庫」の黒印とともに、「細野
申三金置雲笈」「燕毫劉覧」の印が捺されており、燕毫の旧蔵書で
あったことが判る。燕毫はこの種の書籍を好んで収蔵していたようで
ある。
　林謙三（１８９９　－　１９７６）は大正から昭和にかけての彫刻家であった
が、むしろ東洋古典音楽研究の先駆者として知られている。著書『隋
唐燕楽調研究』は１９３６年に郭沫若によって中國語に願譚されて、上
海の商務印書館から出版されていた。
　長渾規矩也（１９０２　－　１９８０）は、書誌學の大家であり、その仕事は
『長滞規矩也著作集』全十一巻（汲古書院）としてまとめられている。
　田中慶太郎（１８８０　－　１９５１）は、東京本郷の古書肆「文求堂」の店主
で、漢籍の販責を主としたが、その傍ら郭沫若の『雨周金文辞大系』
（１９３２年１月）や「ト跡通纂」（１９３３年５月）などの學術書を出版し、
また自らも販書解題である『羽陵余蝉』（１９３７年７月）を出してい
る。グーリックが集めた古書も、文求堂から買ったものが多かったよ
うで、現在ライデン大學漢學圖書館に所蔵される『繍楊野史』などが
それである（２２）。
　こうした人たちとの會食が、グーリックの外交官としての用務で
あったはずはない。いずれも自分より年長の、しかも筋のいい碩學や
文人との交わりのなかで、、グーリックは多くのものを吸収していった
はずである。
○［第三期］
　第八信（１９６５年［昭和四十年］二月二十八日　消印）［圖１０］
　拝啓　前週東京到着の際十六日附の御手紙を拝見致し大変嬉しく思いま
し多　先生には相変ず御壮建で何時の通り八法に游び年内には荷蘭にモ行
　３４
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ヴァン・グーリックの日本語書簡
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　　　　　　　　　　　　　　　　圖１０
かれる御預定の由洵に結構なこと喜びに堪えません　信任状拝呈後　早速
御連絡致しますから何卒それまで御待下さいまセ　　早々　二・廿二日
　高羅佩
松丸長先生　侍史
　　【注】グーリックが駐日大使として赴任した直後に書いたもの。グー
　　リックは夫人と娘を帯同し（二人の息子は兵役などの開係でオランダ
　　に残してきた）、パークからまずバンコクに飛行機で移動し、そこか
　　ら客船に乗り換えて、榊戸、横波を経て、東京に入った。それは、す
　　でに２月中旬になっていたので、２２日の返信は極めて早いものであ
　　り、十数年の空白をまったく感じさせない筆跡で、また親愛の情のこ
　　もった文章である。着任の信任状を天皇に奉呈したのが２月２４日で
　　あったので、その二日前に書いた手紙ということになる。
　　　東魚はこの年の４月から６月にかけて、奮西ドイツ政府からの招請
　　を受けて、篆刻のマイスターとしてドイツ各地で賞技を公演すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５
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　第九信（１９６５年［昭和四十年］十月一日）［圖１１］
　移覆　九月十八日附貴画移讃致しまし多　ヨーロッパ旅行から無事御蹄
國になられた由何よりのことヽ存じます　多大の収穫があったことヽ拝察
致しました
　扨てロータリー倶渠部での講演の件ですが御承知の如く駐韓大使も兼務
している関係も有り昨今なかなか忙しく今年一杯は何とも都合がつきかね
ますので来年一月まで御待ち下さるよう御願い致します　一月には何とか
都合をつけます
　折角の御依頼に嘸じられず誠に申し詳なく思って居ますが何卒不悪御諒
承下さる様御願ひ致します　近日中何れ御目にかかりたいと存じて居りま
になっており、その後にはオランダなどにも足を伸ばす計劃のあるこ
とを傅えたものと思われる。グーリックがパークに残っていれば、そ
の地で再會できたかもしれなかったが、東京への赴任は雨者にとって
より幸いであったろう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圖１１－２
　第十信（１９６６年［昭和四十一年］五月一日）［圖１２］
　拝啓　先般翠行セられまし多　知丈印吐創立三十周年記念展覧會に行く
予定のところ突然の急用に妨げられ残念乍ら行くことが出来ませんでした
　御送り下さいまし多　風呂敷と書書目録は有り難く頂戴致しました　茲
　　　　　　　　　　ヴァン・グーリックの日本語書簡
す　草々
　　昭和四十年十月一日　　荷蘭　高羅佩
松丸長先生　侍史
　　【注】大使として赴任してからは、かつてのよう
　　に自由気ままに動き同ることができなくなった様
　　子が窺える。東魚の方もいささか遠慮がちにな
　　り、訪問を差し控えるようになる（２３）。この手紙
　　の封筒には「ヴァン・グーリック」と署名がある
　　［圖１１－２］。
圖１２
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　第十一信（１９６６年［昭和四十一年］十
二月十六日）［圖１３］
　大変御無沙汰致しました　明日カンボジ
ヤと香港の旅行にたちますが　正月中頃東
京に帰って来る慄定なのでその時に御訪ね
致します　　草々
　　昭和四十一年十二月十六日
　　　　　　　　弟　高羅佩
東魚先生
　　【注】この時のグーリックの旅は公務
　　ではなく、クリスマス休暇を利用して
　　の家族旅行で、アンコールの寺院遺跡
　３８
に厚く御疆申し上げます
　そのうちに御目にかヽり度いと思っておりますが何れ近日中に手紙で御
連絡申し上げ度いと思って居ります　先は御疆まで
　　昭和四十一年五月一日　　荷蘭　高羅佩
松丸束魚先生　侍史
　　【注】知丈印祗は、東魚が１９３６年に結成した篆刻の結綬。この年、束
　　魚はそれまでの生業であった築地の魚問屋兼仲買商を慶業して篆刻家
　　として立っていくことを鮮明にした。三十周年の記念の展覧（中國書
　　重展）は東京美術倶楽部で開催されたので、芝にあったオランダ大使
　　館とは至近距離にあったが出席できずに、詫びの手紙を書いたことに
　　なる。展覧にあわせて結社の作品集として『知丈印集』二十五集や油
　　印の『知丈通信』五十読を出した。
　　　この書簡の封筒にも、第十信と同様「ヴァン・グーリック」の署名
　　がある（圖は省略）。
??????????????????????????????????????????????????????? ???? ?ー
?
圖１３
???
圖１４
漢文の謝斟
ヴァン・グーリックの日本語書簡
群を見に出かけた。
　この年の年末、グーリックはこの手
紙とは別に、金粉をふった偉紅の花漉
に「謹賀新年。丙午歳暮、荷蘭　高羅
佩　東魚先生恵鑑」という新年の挨拶
を書いて東魚に噌っている。［図１４］
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　最後の手紙に記されたカンボジア・香港の旅行から戻った年の６月、
グーリックはオランダに一時蹄國をすることになる。そのころゲーリック
は呼吸器、消化器、腰、背、目などに多くの病気を抱えていた。そこで、
オランダでの精密検査を条ねて、夏の一時休暇を早め、家族共々オランダ
に戻ることとなった。オランダでは、残してきた二人の息子とも一緒にな
ることができた。
　しかし、パークでの検査の結果、末期の肺癌と判り、入院生活を余儀な
くされる。三個月腺の闘病生活の後、１９６７年９月２４日、パークの赤十字
病院で不蹄の人となり、再び日本にも戻ることはできなかった。自らがタ
イプを打ち、鯨國の日に東京の印刷所に手渡してきた『長腎援考』の最終
刷りは逝去の前日にオランダに届いたが、本の形で見ることは叶わなかっ
た。
　その後、東魚のもとにもオランダ大使館からグーリック逝去の知らせが
届き、大使館に弔問に訪れた。その時のことを東魚は「グーリックさんを
憶う」の中で次のように記している。
した。［圖１６］
　寫侃で見ると、グーリックの大使館の執務室は、扁額や對聯が掛けら
れ、線装本の古書の詰まった書棚が置かれるなど、まるで中國文人の書斎
のようであった。
　グーリックが東魚に書いた書簡で、現在残るものはここに紹介したもの
に孟きるが、最後に二人の交遊を窺うに足るものを一つ紹介して、この文
を終える。それはグーリックの中國文化の理解がどのようなものであった
かを知る手掛りにもなろう。
　グーリックと東魚が知り合って間もなくの１９４０年２月、ゲーリックは
東魚から前年に作った印譜『束魚印存』第一集を噌られ、その返疆として
煙草人れを噌った［圖１５］。そして、その盆の蓋に、次のような文を墨書
　大使館における告別式は、疆服姿の寫興の前で署名するという簡素
なものであったが、その書斎が、たった今まで勉強していたのが目に
見えるようなそのままの有様になっているのを見た時、私は思わず涙
を禁じ得なかった。
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圖１５ 圖１６
　東魚は、グーリックの逝去の翌年１９６８年３月、この煙草入れを取り出
し、墨書の消えるのを虞れ、その文字に印して刻刀を揮った。それが今に
残っている（２３）。
　本稿では、ヴァン・グーリックの松丸東魚にあてた書翰を紹介したが、
これがきっかけとなって、他にもあるに違いないグーリック開連の資料の
発掘に繋がることがあれば幸いである。
　　　　　　　　　ヴァン・グーリックの日本語書簡
　東魚先生頃過寒斎、承賜印譜一峡。刀痕古致、足資賞鑑。余薔蔵竹
根煙盆、一物雖微蕪不穎、而斑跡蔚渾、頗喜其天然。用特賜呈　案
頭、翼蒙清玩。聊以奉酬厚意、云爾。庚辰二月　蘭國　高羅佩書
（東魚先生頃ごろ寒斎を過ぎ、印譜一峡を賜はることを承く。刀痕は
古致にして、賞鑑に資するに足る。余が鳶蔵の竹根の煙盆、一物は微
蕪にして不穎ならずと雖も、斑跡蔚滞として、頗る其の天然を喜ぶ。
用て特に案頭に賜呈し、清玩を蒙らんことを翼ふ。聊か以て厚意に酬
い奉らんとすと、爾云ふ。庚辰二月　蘭國　高羅佩書す
???
注
　（１）Ｒｏｂｅｒｔ　Ｈａｎｓ　ｖａｎ　Ｇｕｌｉｋの日本語表記について、初期のころは日本では
　　「ヅアン・グーリック」と表記されたが、その後、オランダ語の発音により
　　近づけようとして「ロバート・ハンス・ファン・フーリック」、あるいは
　　「ロバート・ファン・ヒューリック」などと記されることも多くなった。し
　　かし、稿者は、「高羅佩（Ｇａｏ　Ｌｕｏｐｅｉ）」が本人が名乗った中國名であるの
　　と同じように、日本では自らが「ヴァン・グーリック」と梧していたことを
　　尊重して、日本ではこの呼梧を使用するのが適切だと考える。初期の作品で
　　ある‘・Ｔｈｅ　Ｌｏｙｅ　ｏｆ　Ｃｈｉ，ｚｅｓｅ　Ｌｕｔｅ：　ＡＩ　Ｅｓｓ砂緬Ｃｈ’ｉｙｌ　ｌ＆ｏｌｏａ”（『琴道』）や
　　“語ｓ　Ｋ’ａ昭ａｎｄ　ｈｔ・ｓ　Ｐｏｅｔｉｃａｌ　Ｅｓｓｃ
　　する奥付において「高羅佩」という漢字名の上に片仮名でルビを「ヴァン
　　クーリック」と振っている。また何よりも自らが「ヴァン・グーリック」と
　　署名したものが残ることから（図１１参照）、中國名を［高羅佩］としたよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１
　　に、日本では本人が「ヴァン・ゲーリック」と名乗っていた事賓を尊重した
　　い。ちなみに、ゲーリックの末子のＴｈｏｍｓ　ＭａｔｈＵｓ　ｖａｎ　Ｇｕｌｉｋについて、中國
　　語に翻譚された『大漢學家高羅佩傅』（注１３參照、以下同じ）の序文の中國語
　　表記では「托馬斯芭古里克」となっており、それに最も近い音を日本語の片
　　仮名で表記すると「トマス・ファン・ゲーリック」となり、「フーリック」
　　「ヒューリック」とはならない。
（２）中國名の「高羅佩」について、「羅佩Ｌｕｏｐｅｉ」がＲｏｂｅｒｔの晋詳であること
　　は問題ないが、ｖａｎ　Ｇｕｌｉｋが「高」となったのはやや理解に苦しむ。そこで注
　　（１）に言及したように、中國で近似の音を表示するとなれば、「芭古里克」と
　　晋詳されることになる。しかし、「高」は自らが選んだものであり、一種のペ
　　ンネーム、あるいは雅琥と考えればよいのではないか。グーリック本人が用意
　　した資料に基づく履歴には、明確に「高“ＫＡＯ”－ｂｅｉｎｇ　ｔｈｅ　“ＧＵ”ｉｎ　ｖａｎ　Ｇｕｌｉｋ；
　　ａｎｄ羅佩“ＬＯ－Ｐ’ＥＩ”　－ｔｈｅ　ｐｈｏｎｅｔｉｃ　ａｐｐｒｏｘｉｍａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｒｏｂｅｒｔ」と記している。
　　“Ｂｉｂｌｉｏｇｙａｌ）ｈ　ｏｆ　Ｄ７．Ｒ．Ｈ．凹７１　Ｇ１４１ｔ・ｋ（Ｄ．ＬＩ・ｔげ（Ｂｏｓｔｏｎ　Ｕｎｉｇｙｓｉｔｙ　Ｌｉｂｒａｙｉｅｓ一
　　Ｍｔ４ｇａγＭｅ祖ｏγｉａｌ　Ｌｉｂ加巧“Ｒｏｂｅ吋皿、ＩＧ公議ｃｏＨｅｄｉｏｎ”、バこよる。この資料はタ
　　イプで打たれたものである。その原櫨となったものが早稲田大學圖書館に乙４
　　Ｐｅγｓｏ７ｌｄ　Ｈｉｓｔｏり（がＤγ．ＲｏｂｅγｔＨ皿ｓ四ｎ　Ｇｔ４１ぼの名で所蔵されている。それ
　　も、やはりタイプ印刷のものであるが、執筆意圖などを記す記述の内容の詳細
　　さからして、ゲーリック本人が書き残したものをベースにしているものの複寫
　　版だと判断でき、信頼性は極めて高い。注（１１）所掲の拙稿參照。
（３）中國語の書名も、みなグーリック自身が原著に付けたものである。
（４）同書は、商務印書館（重慶）から１９４４年（民國三十三年）７月に刊行され
　た。日本で明治期に出された浅野斧山編「東皐全集」（一喝社、１９ｎ年６月）
　も參照している。『大漢學家高羅佩傅』に、最初の日本赴任中の１９３９年７月
　２９日から８月１４日まで、上海に行く機會があり、その時に商務印書館の関係
　ができたと記されているので、この書物の出版は、すでにその頃から始まって
　いたか。東皐の事跡は日本の専門家の間では、浅野の書物もあって知られてい
　たが、中國ではまったく忘れ去られており、紹介の必要があると、グーリック
　は考えていた。重慶では、「天風琴畦」という結社に唯一の外國人として入り、
　古琴を通して、戦乱を避けて逃れてきていた知識人たちとの交友を深めてい
　る。
（５）心越には「東皐印譜」が残されていて、その印風を知ることができる。「東
　４２
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　　皐全集』（注４參照）、及び伊藤修「水戸骸苑昔話（二）日本篆刻の始祖東皐心
　　越」（『茨城懸立圖書館報ときわ』第十四琥、１９６３年６月）、杉村英治『望郷の
　　詩僧東皐心越』（三樹書房、１９８９年３月）など參照。
　（６）二〇〇九年九月に畜湾の國立清華大學が國家圖書館漢學研究中心（豪北）と
　　共同で開催した國際シンポジウム「高羅佩拠物質文化研究國際系列論壇之一」
　　のテーマは「『秘戯圖考』在五十年之後」であった。
　（７）高田時雄編著『東洋學の系譜［欧米篇］」（大修館書店、１９９６年１２月）には、
　　マスペロ、グラネ、カールグレン、ウイットフォーゲル、ニーダム、エバーハ
　　ルトなど鐸鈴たる欧米の學者二十四人が取り上げられ、その生涯が紹介され、
　　事績を顕彰されているが、その中にグーリックの名は見富たらない。
（８）郭腫のこの文は、友人の書家である劉節が書いた「明清狂郭君墓誌銘」（黄
　　宗義『明文海』巻四百六十六所収）に見える。また、焦拡『國朝獣徴録』巻百
　　十五栽苑の陳昌積「郭清狂調傅」や過庭訓『本朝分省人物考』巻六十八に収め
　　られている傅記のなかにも引かれている。グーリックは、書斎を「雅明閣」と
　　名づけたほど明代の文化を高く評價し、また愛好していたので、明人の傅記に
　　はことのほか注意を柳っていたものと思われる。これは、彼自身の好みによる
　　のであろうが、民國年間のある時期、満洲族の建てた清朝を倒したことで、牡
　　會にはこれを排し、明までが本来の中國の姿だという気風があり、その影響を
　　自然と受けていたということもあろう。
　（９）グーリックは外國語の能力にも優れ、十敷力國語に通じていた。オランダ
　　語、ドイツ語、英語、フランス語、スペイン語、ロシア語、モンゴル語、イン
　　ドネシア語、中國語、朝鮮語、日本語などのほか、ラテン語やサンスクリット
　　の謨み書きもできた。
（１０）拙稿「傅増湘的遺稿一致松丸東魚的書信輿絶句」（『中國典籍異文化』２００９
　　年第２期、中國全國高等院校古籍整理研究工作委員會、２００９年６月）。傅堵湘
　　が東魚に贈った詩は「規矩斯冰得妙詮、離姦游戯特精枡、新翻海外東漁譜、留
　　作金鍼學古編。庚辰夏五、録奉東漁先生方家吟定。況叔傅堵湘」。
（１１）拙稿「高羅佩次韻傅麿湘詩一印人松丸東魚との交遊のなかで」（「中國文學
　　研究」第３６輯、２０１０年１２月、早楢田大學中國文學會）。グーリックの次韻詩
　　は、「篆離雅緻奈何詮、妙手虚心得熟研、百譜績耘休倒覧、仰賢亭漆在斯編。
　　己丑歳暮、次傅噌祚（湘）先生韻、以題東魚先生印譜。荷蘭高羅佩拝稿」。
　　グーリックが漢詩を作っていたことは、彼に言及する文章によく出てくるが。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３
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　　賓際にこれまでに公表されている作品は，私の知る限り，グーリックが香港の
　　琴友徐文鏡に贈った次の律詩一首のみである。「漫逐浮雲到此郷，古人遵近得
　　傅鰭。巴蜀菅事君恵記，潭水深情我未忘。宦績敢云希陸買，游踪聊喜載玄奘。
　　勿勿聚首勿勿別，更乏洽浪萬里長」（陳之邁「荷蘭高羅佩」，『傅記文學』第十
　　四巻第一期所収，１９６９年１月，傅記文學雑誌祀，豪北）。
（１２）「秋公案」シリーズの第一作“Ｄｅｅ　Ｇｏｏｎｇ　Ａｎ；ＡＭ　ＡＲｃｉｅ戒Ｃｈ餉ｅｓｅ　Ｄｅｔｅｄｉｗ
　　ＳｔＯがは，清の侠名「武則天四大奇案」（『秋公案』）を翻譚したもので，その
　　後の１４作の創作のシリーズとは異なる。
（１３）グーリックの伝記には，同僚であり，友人でもあったＣａｒ１　Ｄｉｅｔｒｉｃｈ　Ｂａｒｋｍａｎ
　　とＨ．ｄｅ　Ｖｒｉｅｓ　とが，グーリックの書き残した「日記」や「自傅稿」などを利
　　用してオランダ語で書いだＥａ　Ｍｎ　ｕｎ　Ｄｙｉｅ　Ｌｅｌａｓ”　ｋＡｍｓｔｅｒｄａｍ，Ｆｏｒｕｍ．
　　１９９３）があり，その中國語譚の『大漢學家高羅佩傅』（施輝業譚，海南出版社，
　　２０１１年１月）も刊行されている。本稿でも，傅記については，注（２）所引の資
　　料の他，これに依櫨した部分がある。また，本稿でグーリックの「自傅稿」と
　　いうのは，中國語版に引用されている文章をいう。
（１４）『東魚文集』（松丸啓子編，１９７７年６月，自印）所収。原載は『月刊ペン』
　　１９７０年１１月号。
（１５）「自傅稿」（『大漢學家高羅佩傅ＪＰ３４』所引。
（１６）赴任の年の１９３５年（昭和１０年）は木曜日であるが，３月にはまだ日本に赴
　　任していない。翌１９３６年の３月７日は土曜，１９３７年は日曜，１９３８年は月曜，
　　１９３９年は火曜，１９４１年は金曜，１９４２年は土曜である。文面と筆跡から見て戦
　　後であることは考えられないが，戦後の二同の滞在中も，「三月七日」が木曜
　　日である年はない。
（１７）「自傅稿」（『大漢學家高羅佩傅ＪＰ６７』所引。
（１８）「後序」の原文は以下の通り。「夫此者内也，彼者外也。故老子曰，去彼取
　　此，蝉蝋塵埃之中，優遊忽荒之表，亦取其適而已。楽由中出，故是此而非彼
　　也。然星祭琴為之首，古之君子，無間隠顧，未嘗一日座琴，所以尊生外物養其
　　内也。茅斎蕭然，値清風沸幌，朗月臨軒，更深人静，萬韻希聾，剽覧黄巻，閑
　　鼓線綺，寫山水於寸心，斂宇宙於容郵，恬然忘百慮，豊必虞山目耕，雲林清
　　悶，蔭長松，對白鶴，乃為自適哉。蔵琴非必佳，弾曲非必多，手恵乎心，斯為
　　貴矣。丙子秋莫，於宛平得一琴，殆明清間物，無銘，撫之鰹餅有餓勣。弗敢冒
　　高士選雅名，銘之日，無名，非欲以観輩妙。翼有符於道徳之旨云。余既作琴道
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　　七巻，意有未轟。更申之如右。然於所欲言，末磐什一云。和蘭國笑忘高羅佩識
　　於芝憲之中和琴室」。
（１９）「自傅稿」（『大漢學家高羅佩傅ＪＰ４７』所引。
（２０）『星岡』第百四鏡（１９３９年［昭和十四年］７月）に「己卯季春，余以病慈入
　　院，午月上涜始紬，是月十有九日也。初訪燕甕先生，於明月谷之別業，値細雨
　　績紡，瞰葉揺青，余｛乃偶悟痰后之槃，循山曲径，達一株泉，有亭建於側，原日
　　最明巷，先生雅粛也。林静境寂，風清景幽，檀老松怪石之勝，時先生方倚扉遠
　　瑞，莞然延余入内，蘭香満窓，満濯超塵。書査法帖，琳娘盈禎，端敵珍品，精
　　螢潤蟹，而才子遺書，埠通神髄，劉覧黄巻，不畳暑之既昏。先生後餉我以旨
　　酒。昧醇芳遼，雨窓塵談，令余舘然，識作人身之趣，嗚呼能讃無字之書者，現
　　世竿栽，能知風流之本意者，日亦益少。蓋對先生而坐，無異乎閲名人詩文，風
　　流第一子非燕豪先生，其誰属欺」。
（２１）細野燕毫の傅記としては，北室南苑『雅遊人細野燕憲一魯山人を世に出し
　　た文人の生涯』里文出版，１９９７年三月改訂版）がある。
（２２）フランスの國家科學研究中心（Ｃｅｎｔｒｅ　ｎａｔｉｏｎａｌ　ｄｅ　ｌａ　ｒｅｃｈｅｒｃｈｅ　ｓｃｉｅｎｔｍｑｕｅ）
　　と憲湾の大英百科股扮有限公司との共同出版の『思無邪漑賓；明清艶情小説叢
　　書』（１９９５年）所収の『繍楊野史』の解脱による。ただし，ライデン大學漢學
　　圖書館のいわゆる「グーリックコレクション」の目録には見えない。
（２３）注（１４）所引「グーリックさんを憶う」。
（２４）グーリックは「自傅稿」（注１３所引）Ｐ５８で，喫煙について次のように語っ
　　ている。「私の訣鮎は煙草を吸うことである。叡ケ月でも酒を一滴も飲まない
　　ことはできるが，もし一時間でも紙巻き煙草やパイプ煙草がなければ，わたし
　　は不安でいらいらする。私は七歳の時から煙草を吸い始め，…（中略）・‥今，
　　私はこの訣鮎から受けることになった罰は慢性の咳と鼻の各種のアレルギー症
　　で，終にこの習慣を克服できない」。
（２５）東魚は刻字した後に拓本を採り，その紙に次のような文を書き付けた。「右
　　煙盆裡一文，高芝盗先生鳥余所書。余拓本恐其浬滅，自刻之，先生今作古，槍
　　然書之，部寄烈田色世兄」。烈田色世は，ハイデルベルグ大學名誉教授の
　　Ｌｏｔｈａｒ　Ｌｅｄｄｅｒｏｓｅ　レッダローゼ。東アジア聾術史を専門とする學者で，漢字
　　名は一般的には雷徳侯と表記される。
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